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＜今朝の聖書から＞ 
【私たちと同じ】ヘブル書2：17に“民の罪を償うために、すべての点で兄弟た
ちと同じようにならねばならなかったのです”とあるように、神による救済の大
きなクリスマスの出来事というのは、“罪を犯さないこと以外は私たちと同じ生
き方をされた神の御子の誕生”の出来事です。神ほどの力ある方であったなら、
別に人の子として生まれなくってもよかったんじゃないか、と思う時があるかも
しれません。“第一おむつの神様なんておかしい”というわけです。しかし聖書
は、人と同じであったと記しているのです。私たちも、生まれたばかりの子供や、
抱かれている赤ちゃんを見ますが、これとも同じだというのです。
【神の母】同じだというのですから、私たちの為に、人から生
間違いなく選ばれたのです。十字架上の言葉において、“どうして見捨てられる
のですか”と父なる神に求められたのと同じです。十字架の上で苦しんでおられ
たのは、後の人々の為に“苦しみのふり”をされたのではなく、本当に苦しまれ
たのでした。先の週報で述べたとおりです。幼子の体験もそうです。誕生に関わ
った人、皆が本当の神のみ子の誕生を体験したのです。“おむつをしているふり”
をされたのではないのです。マリアについても同じことです。人が生まれるとい
うのは一人では生まれません。両親があって、家族の“体験”を通して、生まれ
るのです。不安も山のようにあると思います。最近の調査によると、若者の半分
が“できちゃった結婚”だそうです。特にこんな時などは、周囲の目や、育児に
ついての不安や、経済的な不安から、出産という体験まで“山のような体験”を
一人の人の誕生が、私たちに今ももたらしてくれます。明るく楽しい誕生の姿だ
けを私たちは経験するのでもありません。どんなに願っても生まれなかったと
き、父と母は悩み悲しむことでしょう。障害を持って生まれた場合、家族はどん
なふうに思うでしょう。聖書は“不妊の女”についても、生まれ
についても、救いがそこにあることを取り上げています。 
【マリア】今朝の箇所の初めに、み使いがマリアに、御心によって
第があります（1：26～27）。それが普通の人、ただ信仰に満ちた人マリアでした。
“乙女マリアを母とし”と讃美歌にあります。ただの女性でした。そして私たち
信仰者と同じように生きました。十字架の言葉に“これはあなたの母です”と弟
子たちに託されました。家庭の破壊を沢山見る今の時代に至るまで“家族の大切
さ”と、友に対する愛を経験しました。神として崇拝されるべき“特別な母”で
は決してありませんでした。“子どもの死、おまけに処罰による死”を経験する
“あなた自身も剣で心を刺し貫かれます”とあり“悲しみの人
さえします。これが神の母だったのです。マリアを“人とは異なる”と思い、天
的な存在だと思ったら、主イエスの存在も、“御国が来ますように”という願い
からは離れ、天国の出来事に押し上げてしまうことになります。
【その支配は終わることがない】“その支配は終わることがない
33）また“生まれる子は聖なる者、神の子と呼ばれる（1：35
神の救いの完成者が、私たちの主イエスです。この方の誕生を記念して、クリス
マスを讃美の内に祝うのです。もたらされる救いを待ち望み、主とともに味わい、
救いの喜びを先取りし、充実した力強い毎日を送るのが教会の姿です。
【委ねた人マリア】“お言葉どおり、この身に成りますように
アは讃美をします。聞かせるためにではなく、また上手に讃美をするためにでも
なく、ただ神にゆだね、一生懸命に努力して生きた人でした。
【美しいマリア】先にただの人マリアについてみましたが、間違いなくマリアは
美しい人でした。容姿がどんなであったは分かりませんが、その神様との関係を
みる時に、美しかったことが分かります。本心を隠すための
かったのでもなく、ただ信仰において教会に“美しさ”を伝えて
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